
事
務
局

今
年
の

高
文
祭
に

つ
い
て
、

高
文
連
事

務
局
の
駄

場
綾
乃
先

生
に
話
を

伺
っ
た
。

高
文
祭
も

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
免

れ
な
い
。
「
ス
テ
ー

ジ
発
表
部
門
で
は
、

色
々
な
競
技
が
無
観

客
開
催
に
な
り
、
と

て
も
残
念
な
気
持
ち

だ
が
、
文
化
部
の
展

示
物
は
一
般
公
開
す

る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
嬉
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ

い
だ
」
と

笑
顔
で
語
っ

て
く
だ
さ
っ

た
。
そ
し

て
次
の
世

代
へ
エ
ー

ル
と
し
て

「
生
徒
が

つ
く
る
高
文
祭
と
い

う
の
を
大
事
に
し
て

く
れ
た
ら
と
思
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
」
。
ま
た
今
、
世

界
中
を
賑
わ
せ
て
い

る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

そ
の
事
に
つ
い
て
聞

い
た
。
「
戦
争
や
災

害
な
ど
た
く
さ
ん
の

危
機
に
直
面
し
た
時

も
、
み
ん
な
が
知
恵

を
持
ち
だ
し
協
力
し
、

解
決
し
て
き
た
の
で

今
回
も
必
ず
み
ん
な

の
知
恵
で
解
決
す
る

と
信
じ
て
い
る
」
と

熱
い
ま
な
ざ
し
で
語

ら
れ
た
。

書
道
部
門
は
26
校

１
６
０
名
が
作
品
を

出
品
し
た
。

午
前
中
に
搬
入
を

全
て
終
え
、
生
徒
た

ち
は
帰
り
、
午
後
か

ら
審
査
が
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
特
別

な
形
と
な
っ
た
。

書
道
部
門
の
審
査

は
緊
迫
感
が
あ
り
、

作
品
の
一
文
字
ず
つ

を
丁
寧
に
審
査
し
て

い
た
。

筆
で
書
い
た
文
字

は
、
墨
の
量
、
力
の

入
れ
方
な
ど
で
、
同

じ
文
字
で
も
ま
っ

た
く
違
っ
て
見

え
る
。
書
い
た

人
の
個
性
、
性

格
が
表
れ
る
の

で
、
書
い
た
人
の
人

と
な
り
が
見
た
人
に

も
伝
わ
る
と
感
じ
た
。

熱
い
思
い
の
こ
も
っ

た
作

品
に

多
く

の
人

が
魅

了
さ

れ
る

だ
ろ

う
。審

査
で
は
「
意
欲
作
が

多
く
、
高
校
生
の
力

が
み
な
ぎ
る
作
品
展

と
な
っ
た
」
「
各
学

校
の
カ
ラ
ー
が
出
て

い
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に

富

ん

で

い

る

」

「
臨
書
作
品
は
原
本

か
ら
離
れ
す
ぎ
た
作

品
が
あ
り
、
奨
励
賞

を
逃
し
た
も

の
も
あ
っ
た
」

な
ど
励
ま
し

や
厳
し
い
指

摘
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
「
日
々

の
半
紙
練
習

か
ら
徐
々
に

紙
の
サ
イ
ズ

を

大

き

く

し

て

い

く

と
大
作
も
作
品
感
が

増
し
て
い
く
の
で
は

な

い

だ

ろ

う

か

」

「
し
か
し
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
で
は

よ
く
書
い
て
い
る
と

思
う
」
と
作
品
を
よ

く
見
た
鋭
い
審
査
の

目
を
感
じ
る
講
評
だ
っ

た
。

高文連新聞専門部 高 文 祭 速 報 新 聞 ２０２０年１１月１７日

今
年
も
ま
た
、
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と
等
を
会
場
に
、
高
知
県
高
等
学

校
総
合
文
化
祭

通
称
、
高
文
祭
が
開
か
れ
る
。
約
２
３
３
５
人
、
42
校
が
参
加
し

た
。
か
る
ぽ
ー
と
の
展
示
で
は
、
書
道
や
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
発
表
を
行
う
一
部
部
門
で
は
、
無
観
客
で
開
催
す
る
。

高
文
祭
速
報
新
聞
発行
高文連

新聞専門部
山田・高農

追手前・小津・
市商

○
何
に
も
負
け
な
い
思
い
を
つ
な
ぐ

○
こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

（
書
道
・
漫
画
・
美
術
・
工
芸
・
写
真
）

○
紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文
２
０
２
１
出
場

2020高文祭入賞一覧
◎紀の国わかやま総文2021出場決定

【新聞】
◎最優秀賞 高知農業高校「オアシス」

◎優秀賞 高知追手前高校「追手前タイムズ」

◎優良賞 高知小津高校「ハトの宅急便」

【写真】
最優秀賞

高知農業高校 ３年 濵田 紘士郎「限りあるもの」

太平洋学園高校３年 森本 愛奈「夜」

明徳義塾高校 ３年 タン キンウ「澹泊」

優秀賞 ◎岡豊高校 １年 松尾 すみれ「思いを込めて」

◎高知高校 １年 坂本 凪 「いろんな沈下橋」

◎高知西高校 ２年 西森 美海「猫屋敷」

土佐塾高校 ３年 吉岡 朋輝「茜色のミラージュ」

◎高岡高校 ２年 渡邊 奈月「三丁目のライダー」
奨励賞 ◎土佐塾高校 ２年 池 愛莉

「えいっ！！」秋葉まつり 鳥毛ひねり

【美術・工芸】
〇平面

奨励賞 ◎岡豊高校 ２年 土居 史奈「何処行きたい？」

◎学芸高校 ２年 森澤 奈緒子「私の世界」

◎明徳義塾高校 ２年 戴 珍妮「覗く」

◎高知工業高校 ２年 白鳥 健「斜陽戯画」

◎中村高校 ２年 山田 真耶「わたしの風景」

〇立体

奨励賞 ◎丸の内高校 ２年 楠瀬 智士「大罪」

２年 松木 虎太朗「大罪」

２年 松本 遥都「大罪」

◎高知東高校 ２年 諏訪 七望「夢の繭」

２年 都築 友加「夢の繭」

２年 堅田 真世「夢の繭」

２年 西山 春奈「夢の繭」

【書道】
奨励賞 ◎安芸高校 ２年 春名 凜「臨裵将軍評」

◎高知小津高校 ２年 梅原 瑚白「臨敦煌漢簡」

◎高知小津高校 ２年 濱田 三葵「臨史最前碑」

◎高知西高校 ２年 藤原 佑莉「臨喪乱帳」

書
道

今年の状況について話す

事務局担当の駄場先生

大
き
な
作
品
で
み
ん
な
の
思
い
を
つ
な
げ
る
全
体
作
品

力
作
が
揃
う
書
道
作
品
の
前
で
審
査

高
知
小
津
高
校
２
年

濱
田
三
葵

「
臨
史
最
前
碑
」



第
29
回
高
知
県
高

等
学
校
漫
画
・
イ
ラ

ス
ト
展
に
は
、
１
７

８
点
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

岡
豊
高
校
２
年
の

中
屋
友
那
さ
ん
は
、

『
神
仰
』
と
言
う
タ

イ
ト
ル
の
イ
ラ
ス
ト

パ
ネ
ル
作
品
を
制
作

し
た
。

全
体
的
に
優
し
い

色
合
い
だ
が
、
そ
の

中
に
あ
る
燃
え
る
よ

う
な
赤
色
に
引
き
つ

け
ら
れ
る
作
品
だ
。

中

屋

さ

ん

は

、

「
服
の
流
れ
で
、
風

の
吹
き
方
を
表
現
す

る
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ

た
」
と
、
こ
の
作
品

の
注
目
し
て
欲
し
い

点
に
つ
い
て
語
っ
た
。

水
彩
絵
の
具
を
使

用
し
て
い
る
た
め
水

と
絵
の
具
の
割
合
を

調
整
す
る
こ
と
に
苦

労
し
た
そ
う
だ
。
水

の
量
に
よ
っ
て
思
う

よ
う
に
色
が
乗
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

完
成
し
た
。

少
し
ず
つ
変
化
す

る
色
の
濃
淡
や
、
細

か
い
線
に
は
中
屋
さ

ん
の
こ
だ
わ
り
が
よ

く
表
れ
て
お
り
、
一

際
目
を
引
く
作
品
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。

「
他
の
作
品
も
そ
れ

ぞ
れ
個
性
が
あ
る
の

で
ぜ
ひ
見
に
き
て
欲

し
い
。
」
と
、
多
く

の
人
に
来
場
を
呼
び

か
け
た
。

第
３
展
示
室

を
中
心
に
展
示

さ
れ
た
美
術
・

工
芸
作
品
。
全

体
作
品
の
大
き

さ
に
圧
倒
さ
れ

る
。
工
芸
作
品

は
展
示
台
や
展

示
室
の
ス
ペ
ー

ス
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
数
多

く
の
作
品
が
並

ぶ
な
か
、
い
く

つ
か
の
作
品
を

取
材
し
た
。

参
加
校
数
30

校
、
絵
画
や
彫
刻
出

展
作
品
総
数
３
４
８

点
が
寄
せ
ら
れ
た
美

術
・
工
芸
部
門
。
絵

画
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫

刻
、
工
芸
と
力
作
が

並
ん
だ
。

伊
野
商
業
高
校
の

３
年
生
、
坂
上
萌
さ

ん
は
「
絵
の
具
の
チ
ュ
ー

ブ
と
ふ
た
の
部
分
を

用
い
た
作
品
を
作
っ

て
い
た
。
現
場
に
来

て
創
作
意
欲
が
湧
い

て
き
て
、
絵
の
具
に

針
金
を
通
し
て
立
体

的
に
す
る
な
ど
、
思
っ

た
以
上
に
自
分
の
作

り
た
い
も
の
に
仕
上

が
っ
た
」
と
笑
顔
。

室
戸
高
校
美
術
部

顧
問
三
谷
真
美
先
生

は
、
今
年
の
作
品
を

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

作
品
の
数
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
そ
の

分
作
品
の
質
は
高
く
、

味
の
濃
い
作
品
が
集

ま
っ
て
い
る
」
と
い

う
。
ま
た
、
県
下
の

美
術
部
員
が
全
員
集

ま
る
貴
重
な
機
会
が

失
わ
れ
て
、
本
当
は

会
場
に
来
た
か
っ
た

生
徒
も
い
た
と
は
思

う
が
「
み
ん
な
頑
張
っ

て
い
こ
う
」
と
応
援

の
言
葉
を
述
べ
た
。

入
賞
者
に
３
年
生

が
並
ん
だ
写
真
部
門
。

３
７
４
点
、
23
校
の

頂
点
に
輝
い
た
の
は

高
知
農
業
高
校
３
年

濵
田
紘
士
郎
さ
ん
、

太
平
洋
学
園
高
校
３

年
森
本
愛
奈
さ
ん
、

明
徳
義
塾
高
校
３
年

タ
ン
キ
ン
ウ
さ
ん
。

本
年
度
の
特
徴
と

し
て
、
全
国
総
文
の

影
響
か
、
洗
練
さ
れ

た
よ
い
作
品
が
増
え

て
い
る
。
全
体
的
に

レ
ベ
ル
が
上
が
り
、

こ
こ
数
年
で
出
品
す

る
学
校
の
技
術
の
向

上
が
見
ら
れ
た
と
い

う
。最

優
秀
賞
を
受
賞

し
た
高
知
農
業
高
校

３
年
濵
田
絋
士
郎
さ

ん
の
作
品
「
限
り
あ

る
も
の
」
。
学
校
で

飼
育
さ
れ
て
い
る
豚

を
撮
影
し
た
よ
う
だ

が
、
作
品
の
豚
の
目

は
私
た
ち
に
何
か
訴

え
か
け
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

審
査
員
の
中
島
健

藏
さ
ん
は｢

気
持
ち
が

大
人
で
、
動
物
た
ち

の
行
く
末
を
暗
示
し

た
作
品
、
う
ま
い｣

と

大
絶
賛
。

プ
ロ
を
目
指
す
濵

田
さ
ん
は
「
こ
の
作

品
は
光
と
影
を
意
識

し
て
撮
影
し
た
。
今

後
は
、
技
術
や
知
識

を
自
分
の
も
の
に
し

て
、
色
ん
な
も
の
と

触
れ
て
い
き
た
い
」

と
最
優
秀
賞
受
賞
に

声
を
弾
ま
せ
た
。

編
集
後
記

県
下
の
文
化
部
に
所

属
す
る
高
校
生
の
祭

典
・
高
文
祭
が
開
か

れ
た
。
今
年
は
コ
ロ

ナ
の
関
係
で
参
加
す

る
生
徒
が
制
限
さ
れ

て
い
る
。
新
聞
部
も

例
年
よ
う
な
取
材
は

で
き
ず
、
生
徒
の
生

き
生
き
と
し
た
姿
を

伝
え
ら
れ
る
こ
と
が

出
来
た
の
か
心
配
だ
。

速
報
づ
く
り
は
、
夜

遅
く
ま
で
や
っ
て
大

変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

新
聞
部
の
役
割
を
少

し
は
果
た
せ
た
よ
う

に
思
う
。
コ
ロ
ナ
に

負
け
な
い
高
知
の
文

化
部
高
校
生
の
力
作

を
、
高
文
祭
の
魅
力

を
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
だ
。
【
総

合
編
集
・
高
知
農
業

高
校
速
報
担
当

】

高文連新聞専門部 高 文 祭 速 報 新 聞 ２０２０年１１月１７日

美
術
・
工
芸

写

真

漫
画
・
イ
ラ
ス
ト

岡
豊
高
校
２
年

中
屋
友
那
さ
ん

『
神
仰
』

伊野商業高校３年坂上萌さん 「ふたの世界」

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
濵
田
紘
士
郎
さ
ん
の
作
品
。
豚
の
様
々
な
表
情
が

表
現
さ
れ
て
い
る

不
織
布
を
利
用
し
た
全
体
作
品
。
ト
イ
レ
の
看
板

に
あ
た
り
そ
う
。
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
る


